
内水ハザードマップの改定について 

  

１ 内水ハザードマップについて 

 これまで本市では浸水対策として雨水幹線等の下水道施設の着実な整備を進

めています。 

また、局地的集中豪雨など整備水準を上回る降雨も発生していることから、市

民の皆様の防災意識を高め、自助・共助を支援することを目的として、大雨時に

下水道管や水路からの浸水が想定される区域や浸水する深さなどをまとめた、

内水ハザードマップを平成 26年、27年に公表しています。 

 

 

 

 

 

２ 改定の背景 

 気候変動の影響により大雨が増加しており、全国各地で毎年のように豪雨災

害が発生しています。令和元年９月には、本市においても観測史上最大となる時

間降雨量 100 ミリが観測されたことなどを踏まえ、内水ハザードマップの改定

を行いました。 

３ 主な改定内容 

  現在公表版 改定版 

対象降雨 
近年で被害が大きかった実績降雨

（平成 16年台風 22号）：76.5㎜/h 

想定最大規模降雨： 

153㎜/ｈ 

下水道整備

状況などの

基礎データ 

平成 22年度末時点 平成 30年度末時点 

※想定最大規模降雨：1999 年に千葉県香取市で観測された降雨量 

４ 今後のスケジュール 

 ６月 28日 横浜市ウェブサイトで改定した内水ハザードマップの公表を開始 

 

５ 配布について 

 市民の皆様にとって、より利活用しやすいハザードマップとなるよう、内水、

洪水、高潮のマップを１冊にまとめた「浸水ハザードマップ」として配布します。 

 令和３年度は、神奈川区と金沢区、令和４年度に残りの 16区で全戸配布をす

る予定です。 

担当：環境創造局下水道計画調整部下水道事業マネジメント課  

山崎、伊藤、室屋  

   電話：０４５－６７１―２８３８ 

区 連 会 ６ 月 定 例 会 説 明 資 料 

令 和 ３ 年 ６ 月 2 2 日 

環境創造局下水道事業マネジメント課  

図 下水道の整備水準 



 

マップの公表にあわせて、情報の入手方法や事前の備え、避難の考え方などを示

した情報面をウェブサイトに掲載します。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

情報面イメージ 

＜情報の入手方法＞ ＜事前の備え＞ 

＜避難の考え方＞ 

浸水ハザードマップより抜粋 
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内水浸水想定区域

背景図 横浜市地形図複製承認番号 令３建都計第 9005 号
横浜市建築局都市計画基本図データ（地図レベル2500）により作成

横浜市環境創造局 港北区内水浸水想定区域（令和３年４月）
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